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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）
　【トピックス】…前号（７/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· 巻頭言■
古希（古稀）

　70歳の年寿を祝う儀礼を「古希」と呼んでいます。中国唐代の詩人　杜甫（712～770）の詩にある「人生七十古来稀」（人生七十古来稀なり）に由来し，人生70歳まで生きるのは昔からまれであるという意味です。

　　　　　　曲江二首（其二）　　杜甫

　　　朝回日日典春衣（朝より回りて日日に春衣を典し）
　　　毎日江頭尽酔帰（毎日江頭に酔ひを尽して帰る）
　　　酒債尋常行処有（酒債尋常行く処に有り）
　　　人生七十古来稀（人生七十古来稀なり）　以下略

　　　　　　　　〔漢詩名句事典　大修館書店　Ｐ336より引用〕
　私は生涯学習社会の重要性の話題によく「人口ピラミッド」を使います。学校で使った地図帳の資料編などに掲載されている，縦軸に年齢，横軸の左右に年齢毎の男女の人口を表したグラフが人口ピラミッドです。

　昭和25年（1950）の人口ピラミッドを見ると，「人生七十古来稀」が納得できます。また，グラフの形もピラミッドと呼べる形を成していました,

http://www.ipss.go.jp/site-ad/TopPageData/1950.gif　(国立社会保障・人口問題研究所ＨＰ)

　平成22年（2010）の人口ピラミッドは，ピラミッドと言うよりは，壷形に変化しています。子どもたちの数が減り，人口最多の年齢層は60～65歳の団塊の世代になっています。

http://www.ipss.go.jp/site-ad/TopPageData/2010.gif(国立社会保障・人口問題研究所ＨＰ)
　この状況は，これからも加速し，平成32年（2020）には，人口最多の年齢層は70歳を越える団塊の世代です。ここまで来ると，「人生七十古来稀」は「人生七十社会の中心」「人生七十これからよ」とか言わなければならないでしょう。

http://www.ipss.go.jp/site-ad/TopPageData/2020.gif(国立社会保障・人口問題研究所ＨＰ)
　この人口ピラミッドの形の大きな変化は，この数十年間でのできごとです。杜甫が生きた時代にも人口ピラミッドは，高さ（平均寿命）は違っても，ピラミッド型をしていたでしょう。

　この人口構成の急激な変化は，私たちの社会に大きな影響を与えています。労働人口の減少，社会福祉予算の増大，限界集落の増加など少子高齢化による課題は山積しています。

　人口最多の年齢層である団塊の世代の地域社会での活躍の有無は，地域社会存続を左右するものになるでしょう。

　その地域社会へのアクセスポイントとして公民館は大きな役割を担うことが可能です。そのための学習プログラムの開発や活動機会の創出など，社会教育関係職員の活躍が重要になってきています。　　　

　県立生涯学習センターは，市町社会教育関係職員のみなさんのそんな「がんばり」を応援しています。

　所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
· 広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員や，ボランティア・コーディネーターを対象と
する様々な研修を実施しています。

　また，家庭教育支援，地域づくりなどの，地域課題に対応したテーマに関する市町において実施する研修を企画段階から支援します。

　研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
　広島市真亀公民館　家庭教育支援事業　

　この事業は，地域における公民館の役割を自覚し，多様な取り組みを行う中で，地域における家庭教育を支援します。

　楽っ子おはなし会，まがめ子育て学級「ママ・キッズ」，乳幼児子育て広場「にこにこ」の３つの事業を継続して参加している参加者も多く，親同士，親子，そして，ボランティアと参加者というように，地域住民のネットワークが広がっています。
　楽っ子おはなし会は，もともと公民館主催講座「読み聞かせボランティアスキルアップ講座」を受講したメンバーが，学びを活かす場として立ち上げ，現在も活動の場を広げています。

　また，広島事業「にこにこ」も子育て経験者がボランティアとして，自分の経験を活動に活かしています。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kateisien/jirei%20simati%20magame.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「中・高校生等ボランティア養成講座」
　　＜８月８日（日）・８月22日（日）10:30～15:00＞
　　　図書館等で，子ども達に図書館の使い方や本の楽しさを伝えるため，本の読み聞かせや紹介などを行うボランティアとして活動するために必要な知識や技術を身に付けます。実習を交えながら，絵本の選び方や読み方などの基本を楽しく学びます。
· 申込み必要・無料
「おはなし会」

　　＜８月14日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき
ます。

· 申込み不要・無料
「　夏休みおはなし会ウィーク」
　　＜８月24日（火）～８月29日（日）11:00～11:40＞
　　　図書館員とおはなし会ボランティア及び中高生ボランティアによる児童資料などの読み聞かせを行います。
　　　　　　※申込み不要・無料　
ミニ展示「働くってどんなこと？－福祉・介護を中心に－」
　　＜６月29日（火）～８月29日（日）＞
多様な働き方や就業支援，また高齢化社会により今後人材が求められる福祉・介護分野の仕事に関する資料を展示・紹介します。広島県雇用人材確保課，広島県介護人材就業支援プロジェクトチームとの連携展示です。
　　　※申込み不要・無料
ミニ展示「北方領土を知っていますか？」
　　＜７月27日（火）～８月29日（日）＞
北方領土問題についての理解を深める資料の展示・紹介と啓発資料を配布しています。県民活動課との連携展示です。
※申込み不要・無料
資料展示「健康のすゝめ」
　　＜６月29日（火）～10月３日（日）＞
　　　生涯にわたり健康な生活を送れるよう，食事，運動，健康への取組の歴
史などに関する資料を展示・紹介します。広島県健康対策課との連携展示
です。
· 申込み不要・無料
★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　 http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成23年度宿泊利用計画調査（照会）
及び利用調整会議の開催について（通知）」

　  来年度の学校等宿泊利用団体の申込みを受け付けています。
（８月10日必着）
既に，７月１日付けで学校等に通知しますので，所定の様式によりお申し込みください。
なお，利用調整会議は９月８日（水）に開催します。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布していますが，詳細は，ホームページにも掲載しています。
　　是非御参加ください。
「ＦＵＮチャレンジクラブ」（全３回シリーズ）

普段の生活や一人の力でなかなかできないチャレンジをグループのメン
バーと一緒に体験していく人気のシリーズ型プログラムです。アメリカやヨーロッパで盛んに実施され，成果を挙げている“冒険教育”という手法を取り入れ，“コミュニケーショントレーニング”にねらいを置いて実施します。
· 募集対象：小学校３年生から中学生まで
（３回すべて参加可能な方が対象です。）

· 参加定員：32名（男女各16名）

· 実施日

　　第１回：９月18日（土）～20日（月・祝）　２泊３日

　　第２回：10月16日（土）・ 17日（日）　　　１泊２日

第３回：12月18日（土）・ 19日（日）　　　１泊２日

※申込期間：８月４日（水）から18日（水）までに往復はがきにてお申し込みください。（消印有効）

※申込方法等の詳細は，お問合せください。

「教員等を対象とした体験活動指導者研修の実施状況について」
　６月22日（火）・23日（水）の両日，第１回体験活動指導者研修を実施しました。活動の様子をホームページに掲載しましたので御覧ください。

　第２回体験活動指導者研修は11月25日（木）・26日（金）の両日，実施します。定員に達していませんので，参加を御希望の方はお問合せください。
　　

★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
納涼茶会
　＜８月29日（日）15：00～19：30＞　
　　内 　容：立秋も過ぎ，残暑なお厳しい時季に,夕暮れの池の水面や木々の緑をわたる涼風の中で,広く県民が参加できる茶会を開催し,日本古来の伝統文化に親しむ機会を提供します。
　　　　　　 この納涼茶会は昭和59年から始まり,今回で27回目です。表千家同門会と裏千家淡交会が交替で担当しており,本年度は表千家同門会が担当します。夕暮れ時からは園路に明かりを灯し,昼間とは違う趣があります。
　　茶席代：600円

　　　　　　※通常は18時閉園ですが,当日は20時30分に閉園します。
　　　　
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展

　　「廣島から広島　ドームが見つめ続けた街展」
＜８月５日（木）～９月20日（月・祝）＞

　　大正４年に建てられた広島県産業奨励館(現在の原爆ドーム)は，ウィーン分離派芸術の流れを汲んだ最新のデザインで，広島の街のシンボルであり，また誇りでもありました。昭和20年８月６日の被爆後は平和のシンボルとなり，現在は世界遺産に登録されたこの名建築がたどった95年の道のりを，広島の文化と街の変遷とともに展覧します。
　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　
「佐藤敏のやきものワールド　－天衣無縫変幻自在－」
　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　さまざまな形，文様や技法，そして，筆の自由な軌跡，やきものと金属
等が融合した豊かなイメージの世界を楽しんでいただきます。
　　第１室　　　
　　「マン・レイの肖像写真」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　画家，彫刻家，作家，音楽家，そして華やかな社交界の人々。マン・レ

イが撮影した錚々たる顔ぶれを紹介します。
　　第２室　
「水辺の情景」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　清涼感を与えてくれる水辺。そこには，そこで過ごした人たちの数だけ物語があります。そうした様々なイメージを集めてみました。
　　第３室　
「平山郁夫と《広島生変図》partⅠ・partⅡ」

　　＜６月29日（火）～８月22日（日）＞partⅠ
＜８月24日（火）～10月17日（日）＞partⅡ
　自らの被爆体験をもとに描いた唯一の大作《広島生変図》をはじめ，当

館の所蔵する平山郁夫作品を，前期後期にわけて展示します。
　　第４室　　

　　「地球からの贈り物　－工芸の素材－」

　　＜６月29日（火）～10月17日（日）＞

　　　土や木，金属や繊維，色など工芸に用いられる様々な自然素材に注目することで，地球の恵みと人々の営みに思いを馳せます。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
　夏の展示会「なるほど！なっとく！考古学」
　　＜７月２日（金）～８月29日（日）＞
　　　今使われている道具のはじまりを，展示された資料を見ながら，親子で楽しんで探ることができます。
第３回ふどきの丘体験教室「藍染に挑戦しよう」

　　＜８月21日（土）10:00～12:00＞
　　　昔から伝わる藍染の中から絞り染めに挑戦します。大人から子どもまで，楽しみながら世界にひとつだけの藍染を作ります。
　　　※要申込み・材料費300円
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　夏の展示（部門展）
「ちょっと昔の暮らし展－寳水堂コレクションの生活道具－」

　　＜７月16日（金）～９月５日（日）＞　

　　　昭和30年代以降の高度経済成長による社会や暮らしの変化に伴い消えつつある数々の生活用品から“ちょっと昔のくらし”を振り返り，今話題になっているエコな暮らしやこれからの暮らし方を考えます。
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
展示解説会
　　＜８月14日（土）13:30～14:30＞

　　　テーマ：部門展「ちょっと昔の暮らし展

－寳水堂コレクションの生活道具－」から
　　　講　師：三枝　健二（広島県立歴史博物館主任学芸員）
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

　通史展示室
　　平成22年度スポット展示
「草戸千軒の石鍋－生活を支えた石の道具たち－」
　　＜７月30日（金）～９月30日（木）＞

　　　平安時代末期から鎌倉時代にかけての日本列島では，滑石をくり抜いて製作した石鍋をさかんに利用していました。ここでは，草戸千軒町遺跡から出土した代表的な滑石製石鍋を紹介し，その役割などについて考えます。　　
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　研修室
教職員のための博物館活動講座
　　＜８月10日（火）10:00～15:00＞
　　　内　容：学校教育において，広島県立歴史博物館をより効果的に活用いただくための，体験的な専門講座です。
講　師：広島県立歴史博物館職員
こども博物館まなびの教室
　　＜８月22日（日）10:00～15:00＞
　　　テーマ：「い草を織ろう」
　　　内　容：ミニ織機を使って，い草のテーブルクロスや花瓶敷きを織る体験学習です。
講　師：来山　淳平（畳表技術伝承者）
その他：参加無料，小・中・高校生対象，定員14名
　　　　※参加者募集中です。
こども博物館まなびの教室
　　＜８月29日（日）10:00～15:00＞
　　　テーマ：「ミニ畳を作ろう」
　　　内　容：い草で畳表を織り，ミニ畳をつくります。

講　師：来山　淳平（畳表技術伝承者）・秦　郁次郎（和ごころ工房）
その他：参加費300円，小・中・高校生対象，定員14名

　　　　※参加者募集中です。

　講堂

　　博物館大学

　　＜８月21日（土）14:00～15:30＞

　　　演　題：「大王墓を掘る－奈良県・桜井茶臼山古墳と初期ヤマト政権－」

　　　講　師：東影　悠（奈良県立橿原考古学研究所主任技師）

※聴講無料
各所
　一日まるごとこども博物館の日
　　＜８月７日（土）・８日（日）10:00～16:00＞
テーマ：様々な体験教室
　　　内　容：火おこしや博物館探検などいろいろなことが，一日中館内各所で体験できます。
　　　講　師：広島県立歴史博物館職員
その他：申込み不要・参加自由
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
広島グリーンアリーナ　健康・体力サポートセンター

「メタボ予防実践教室」
「お腹の周りが気になるんだけど・・・」

「運動しなきゃ！と思ってるんだけど一人じゃ続けられない」

そんなあなたに，専門スタッフがメタボ予防のための生活習慣づくりを応援します。

もちろん，「メタボ」のあなたにも・・・御一緒に健康への第１歩を踏み出しましょう。

６ヶ月間，活動量計を携帯して日常生活における運動量を計測し，２週間に１回カウンセリングと運動指導を行います。管理栄養士による，食事指導もあります。

６ヶ月間の「メタボ予防実践教室」で健康的な生活習慣を身につけましょう。

　　　　
http://sports-hiroshima.jp/images2/01_hpsc/health_physical_support/click1.pdf
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　展示室

収蔵文書の紹介展示「駐留軍と県行政」
　　＜６月16日(水)～９月４日（土）＞
　　　第二次世界大戦敗北の結果，連合国軍による日本占領が始まり，中国四国地方には昭和21年から英連邦軍が進駐しました。この展示では，当館が収蔵する行政文書の中から，英連邦軍（国連軍）が撤退する昭和31年前後の時期を中心に，広島県の駐留軍業務に関わる文書を紹介します。
※9：00～17：00（土曜日は12：00まで）

休館日：日曜・祝日・休日　

【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
平成22年度三瓶青少年交流の家企画事業　次代のリーダー育成事業

「さんべ夢ステージ」－君こそが，未来のリーダーだ！－
想いを形にする編

＜８月21日(土)・８月22日（日）・９月14日(火)・９月15日（水）

10月15日(金)～10月17日（日）＞

夢が現実になる本番編

＜10月22日(金)～10月24日（日）＞

当施設の最大のイベントである「さんべ祭」に向けて，企画・運営に携わりリーダーとして必要な資質を磨いてみませんか。キーワードは，コミュニケーション能力・問題解決能力・合意形成能力です。
対象：ボランティア活動に興味があり，企画等の研修を深めたい青年

　　　　参加費：一人2,500円
　　　　　　　（食費４食2,150円・シーツ等洗濯料200円・飲物等150円）

　　　　　　　　※ボランティア保険に未加入の方は別途280円必要です。
平成22年度三瓶青少年交流の家利用促進・広報業務
「四季の三瓶を楽しもう！『流しそうめん＆森の工作教室』」
　　＜８月28日(土)・８月29日（日） ＞
　　　家族を対象に三瓶の自然を満喫していただくプログラムを提供します。

普段なかなか交流の家に親しみのない家族も，是非この機会に一度さん
べの魅力を体験しにお越しください。
　　　　対　象：親子
　　　　参加費：一人（参考）1,100円

（食費400円（1食分）・シーツ代200円・そうめん等材料代500円）

※年齢によって，料金は若干変わります。
· 国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
■トピックス
平成22年度企画事業
　　８月の企画事業について紹介します。多くの参加をお待ちしております。　　　
「海色創造塾」－ホップ・ステップ・そして！－　（基礎編）
　　様々な人々との出会いやコミュニケーション能力・自己表現能力・社会参
　画体験の演習等を通して，自立的・協同的なリーダー的力量を形成していき
　ます。　　
　　　　期日：８月18日（水）～20日（金）　２泊３日
　　　　対象：中・高校生（全日程参加できることを条件とします。）
　　　　募集人数：20人（申込多数の場合は抽選します。）
　　　　参加費：4,150円
　　　　申込方法：郵送，ファクシミリ，電子メールのいずれかでお申し込みください。
　　　　締め切り：８月６日（金）必着
「われら瀬戸内探偵団」－瀬戸内海の環境を守ろう－
　　近隣の海岸を使った体験・調査からスタートし，瀬戸内海域へのフィール
　ドを広げ，環境問題について考えていく体験的・問題解決的な環境学習を実
　施します。そのことを通して，今，自分たちに何ができるかを考え，環境保
　全・保護に配慮した積極的な意欲・態度を養います。
　期日：８月23日（月）～25日（水）　２泊３日
　対象：小学校５，６年生・中学生
　募集人数：20人（申込多数の場合は抽選します。）
　参加費：小学生3,960円，中学生4,040円
　申込方法：郵送，ファクシミリ，電子メールのいずれかでお申し込みください。
　締め切り：国立江田島青少年交流の家メールマガジン第41号でお知らせします。
研修プログラムの安全管理
　　カッター研修など当施設の危険性のある研修プログラムは，実施の可否基
　準を設けるとともに，事前の安全指導をするなど，研修生により安全に活動
　していただけるような配慮をしております。
　　なお，安全管理については，利用団体の皆様にも役割分担をしていただく
　プログラムとしておりますので，御協力をお願いいたします。
カッター研修の有料化について
　　逼迫する財政状況の改善を図るため，４月１日よりカッター研修を有料としました。御利用を予定されている団体には御迷惑をおかけいたしますが，御理解の程よろしくお願いいたします。
http://etajima.niye.go.jp/img/pdf/tuuchi2.pdf
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/　
子どもゆめ基金オープンドリーム事業－「吉備の森探検隊」－

＜９月12日（日）＞

「秋の七草と草原の昆虫たち！！」
＜11月３日（水）＞

「秋の吉備高原のどんぐりを探そう！！」

会場：国立吉備青少年自然の家
対象：幼児，小学生とその家族
募集人員：各回　親子30組

　　　　　※応募者多数の場合は先着順となります。

参加費：実費（保険料，食事代，実習費等）
申込方法：参加希望者は，申込書（ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し，返信用郵便はがき（１枚）を同封の上，郵送でお申し込みください。

締切り：各回実施日の２週間前
子どもゆめ基金オープンドリーム事業
－「にんじゃっ子キャンプ①」「にんじゃっ子キャンプ②」－

　日程と主な活動

＜９月４日（土）・９月５日（日）＞　１泊２日
「にんじゃっ子キャンプ①」

・山抜けの術　・木登りの術　・暗号の術　他

＜10月２日（土）・10月３日（日）＞　１泊２日
「にんじゃっ子キャンプ②」

・山抜けの術　・木登りの術　・見極めの術　他

会場：国立吉備青少年自然の家

対象：小学校１・２年生
募集人員：各回30名
参加費：3,170円

（食事代,飲料代,保険料，写真代，郵送料,シーツ洗濯料等）

申込方法：参加希望者は，申込書（ホームページからダウンロード）に必
要事項を記入し，返信用郵便はがき（１枚）を同封の上，郵送でお申し込みください。
申込書は「にんじゃっ子①」と「にんじゃっ子②」は別々にお申し込みください。

締切り：にんじゃっ子①　８月５日（木）必着
にんじゃっ子②　８月25日（水）必着
その他：希望者多数の場合は,当所の規定による抽選を行います。
　　　　（学年・男女比等を考慮して抽選します。）

　　　　参加決定の可否については,応募者全員に郵送にて
「にんじゃっ子①」は８月12日（木）

「にんじゃっ子②」は９月１日（水）までに御連絡いたします。

申込み・問合せ先
　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家「吉備の森探検隊」係

国立吉備青少年自然の家「にんじゃっ子キャンプ」係

　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82
　　　電話　　　　　0866-56-7232
ファクシミリ　0866-56-7235
　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
ホームページ　http://kibi.niye.go.jp/
詳しくは開催要項を御覧ください。

· 国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会｣

＜８月13日(金) 19:00～＞
街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

本所が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510ｍｍ）を活用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。
· 無料

★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
· 編集後記■
学校支援地域本部事業「第１回地域コーディネーター養成講座」を，７月20日に開催しました。これは，学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整えるという事業目的達成のため，その中核的役割を担う地域コーディネーターの活動を広げていただくための講座です。

　講座の中で，尾道市立久保小学校５年生の家庭科の授業を参観しました。子どもたちは，地域の学習支援ボランティアの補助を受けながらミシンを操作し，うまくできた時には満面の笑顔を見せます。それを見たボランティアもまた，笑顔になります。尾道市の地域コーディネーターは，「ボランティアの人たちは，この子どもたちの笑顔にふれることで活動の手応えを感じとっているので，この支援活動を通して地域の絆を強め，ボランティアの生きがいづくりに役立てていきたい。」と言われます。

　こうした取組がさらに広がるよう，第２回の講座もすすめていきたいと思います。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　貴志　
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